
　

６
月
２
日
（
土
）
渋
谷
区
の

新
日
鐵
代
々
木
倶
楽
部
に
お

い
て
理
事
会
お
よ
び
本
年
度

の
定
時
総
会
を
開
催
し
た
。

出
席
者
は
ご
来
賓
５
名
、
会

員
45
名
、
計
50
名
と
な
っ
た
。

総
会
に
先
立
ち
11
時
30
分
か

ら
理
事
会
を
開
催
し
た
。

　

議
事
で
は
事
務
局
が
前
年

度
決
算
案
、
新
年
度
予
算
案

と
新
年
度
役
員
人
事
案
の
提

案
を
行
い
、
総
会
へ
の
議
題

に
あ
げ
る
こ
と
を
確
認
し

た
。
理
事
会
議
事
で
は
今
年

度
予
算
か
ら
始
ま
っ
た
収
入

中
の
「
寄
付
金
」
に
つ
い
て

は
、
十
分
に
そ
の
趣
旨
に
つ

い
て
諸
活
動
の
中
で
説
明
を

尽
く
し
て
い
く
よ
う
に
と
の

意
見
を
受
け
た
。

　

引
き
続
く
総
会
で
は
、
姫

野
理
事
長
が
欠
席
の
た
め
佐

藤
事
務
局
長
（
第
45
回
）
が
議

長
と
な
り
、「
本
日
は
予
算
決

算
案
を
審
議
と
と
も
に
、
２

０
０
９
年
以
来
９
年
間
に
わ

た
っ
て
、
会
費
収
入
減
の
対

策
や
仕
事
の
効
率
化
な
ど
諸

課
題
と
取
り
組
ん
で
き
た
姫

野
体
制
か
ら
新
体
制
へ
の
確

認
を
い
た
だ
く
総
会
と
な

る
」と
挨
拶
を
行
っ
た
。

審
議
で
は
以
下
の
議
案
が
承

認
さ
れ
た
。

❶
田
中
監
事
（
第
48
回
）
の
監

査
報
告
を
は
さ
ん
で
平
成
29

年
度
決
算
案･

平
成
30
年
度

予
算
案
が
承
認
さ
れ
た
。

❷
姫
野
易
之
理
事
長
（
第
44

回
）の
退
任
に
伴
い
、
奥
川
隆

生
氏（
第
50
回
）が
信
任
さ
れ
、

奥
川
新
理
事
長
が
役
員
体
制

（
別
掲
）
を
発
表
し
て
総
会
参

加
者
の
確
認
を
得
た
。

【
東
京
四
極
会
の
新
体
制
】

理
事
長
（
奥
川
隆
生
）、
副
理

事
長
（
大
坪
孝
幸
）、
事
務
局

長
（
鶴
田
幾
雄
）、
事
務
局
次

長（
下
村
晃
、
米
井
晃
彦
）、
理

事
（
石
川
公
博
、
西
坂
憲
郁
、

金
馬
弘
明
、
梅
木
俊
宏
、
田
尻

清
司
、小
林
伸
彦
、西
川
広
子
、

千
葉
史
）、
相
談
役
（
高
橋
信

行
、
西
依
章
郎
）、
監
事（
田
中

典
明
、松
岡
幸
秀
）

　

奥
川
新
理
事
長
「
こ
れ

ま
で
９
年
間
東
京
四
極
会
の

運
営
に
尽
力
さ
れ
た
姫
野
執

行
体
制
を
引
き
継
ぐ
奥
川
で

す
。
私
の
仕
事
は
２
つ
。
一

つ
は
東
京
四
極
会
の
基
盤
強

化
を
急
ぐ
こ
と
。
そ
の
た
め

に
新
体
制
の
中
核
は
50
歳
台

の
現
役
社
会
人
の
方
々
に
役

員
を
お
願
い
し
た
。
ま
た
、

最
近
の
卒
業
生
の
半
数
が
女

性
会
員
に
な
っ
て
い
る
こ
と

を
踏
ま
え
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ

の
観
点
か
ら
役
員
に
千
葉
史

さ
ん
を
迎
え
た
。
こ
う
い
う

体
制
の
も
と
で
若
手
中
堅
会

員
が
よ
り
多
く
参
加
す
る
こ

と
を
本
質
か
ら
考
え
直
し
て

み
た
い
。
同
時
に
こ
れ
ま
で

東
京
四
極
会
を
支
え
て
く
だ

さ
っ
た
シ
ニ
ア
層
の
皆
さ
ん

に
も
諸
活
動
に
従
前
通
り
東

京
四
極
会
の
活
動
へ
の
ご
参

加
を
お
願
い
す
る
。
も
う
一

つ
の
仕
事
は
、
き
ち
ん
と
東

京
四
極
会
の
基
盤
を
作
り
上

げ
て
次
世
代
の
執
行
部
に
引

き
継
ぐ
こ
と
だ
。
役
員
構
成

で
は
前
年
度
は
平
均
年
齢
66

歳
、
現
役
比
率
54
％
、
新
年

度
で
は
そ
れ
ぞ
れ
62
歳
、

75
％
と
な
る
。
全
世
代
に
支

持
さ
れ
る
同
窓
会
活
動
と
い

う
理
想
に
近
づ
け
て
い
く
上

で
、
も
う
一
段
若
い
執
行
体

制
に
つ
な
ぐ
意
義
は
大
き

い
。
コ
ア
メ
ン
バ
ー
が
現
役

社
会
人
と
い
う
こ
と
か
ら
活

動
の
持
ち
方
な
ど
に
変
更
が

起
き
る
こ
と
も
あ
ろ
う
が
、

引
き
続
き
皆
様
の
ご
理
解
と

ご
支
援
を
お
願
い
す
る
」

　

以
上
で
総
会
議
案
を
す
べ

て
終
了
し
、
来
賓
挨
拶
移
っ

た
。ま
ず
、大
分
か
ら
の
来
賓
、

石
川
四
極
会
会
長
が
、
４
年

後
の
２
０
２
２
年
に
経
済
学

部
創
立
１
０
０
周
年
を
祝
賀

す
る
重
要
な
意
味
合
い
、
対

応
の
考
え
方
と
東
京
四
極
会

へ
の
支
持
の
要
請
が
あ
っ
た
。

続
け
て
、
同
じ
く
来
賓
の
大

崎
経
済
学
部
長
か
ら
石
川
会

長
の
話
を
受
け
て
、
１
０
０

周
年
記
念
行
事
に
対
す
る
学

部
の
一
体
と
な
っ
た
体
制
や

四
極
会
本
部
に
設
置
さ
れ
た

女
性
部
会
で
か
つ
て
東
京
四

極
会
の
会
員
で
あ
っ
た
渡
邊

博
子
教
授
の
活
躍
に
つ
い
て

話
題
の
提
供
が
あ
っ
た
。

　

ま
た
、
懇
談
中
に
は
野
々

下
１
０
０
周
年
記
念
事
業
実

行
委
員
長
か
ら
は
１
０
０
周

年
記
念
事
業
に
つ
い
て
、
四

極
会
活
動
の
組
織
改
革
と
と

も
に
行
っ
て
い
る
記
念
事
業

に
向
け
た
準
備
経
過
や
事
業

遂
行
の
た
め
の
基
金
の
目
標

額
が
１
億
円
で
あ
る
こ
と
な

ど
の
披
瀝
が
あ
っ
た
。

※

石
川
四
極
会
会
長
、
大
崎

経
済
学
部
長
、
野
々
下
１
０

０
周
年
記
念
事
業
実
行
委
員

長
の
挨
拶
要
旨
は
Ｈ
Ｐ
に
掲

載
し
ま
す
。

　

乾
杯
の
音
頭
は
高
橋
副
理

事
長
（
第
44
回
）
が
担
当
し
懇

談
会
に
移
行
し
た
。
し
ば
し

懇
談
の
あ
と
、
恒
例
の
校
歌
、

逍
遙
歌
を
全
員
で
斉
唱
、
西

依
事
務
局
次
長
（
第
46
回
）
の

今
後
の
予
定

◆
た
ま
に
は
歩
こ
う
会

年
数
回
を
予
定

◆
東
京
四
極
囲
碁
会

年
数
回
を
予
定

◆
春
の
懇
親
ゴ
ル
フ

４
月
大
宮
ゴ
ル
フ
コ
ー
ス

他◆
秋
の
懇
親
ゴ
ル
フ

９
月
習
志
野
カ
ン
ト
リ
ー

ク
ラ
ブ 

他

◆
２
０
１
９
年
新
年
会

来
年
２
月
２
日（
土
）

新
日
鐵
代
々
木
倶
楽
部

◆
２
０
１
９
年
理
事
会

・
総
会
予
定

来
年
６
月
１
日（
土
）

新
日
鐵
代
々
木
倶
楽
部

◆
２
０
１
９
若
手
会
員

の
集
い

来
年
８
月
５
日（
月
）

場
所
未
定

平
成
三
十
年
度

東
京
四
極
会 

定
時
総
会
開
催
！

姫
野
体
制
か
ら
奥
川
新
体
制
へ

全
世
代
か
ら
支
持
さ
れ
る
同
窓
会
活
動
に
向
け
て
始
動
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中
締
め
挨
拶
で
懇
談
会
を
終

了
し
た
。

■
ご
来
賓

石
川
四
極
会
会
長
（
第
40

回
）、
四
極
会
野
々
下
理
事

（
第
39
回
、
百
周
年
記
念
事
業

実
行
委
員
長
）、
下
田
副
学

長
、
大
崎
経
済
学
部
長
、
国
士

舘
大
学
田
中
教
授
、柴
原
佳

史･

衛
藤
参
議
院
議
員
秘
書

■
参
加
会
員
（
敬
称
略
）

大
神
直
人
（
第
26
回
）、
後
藤

浩（
第
33
回
）、
用
正
靖
彦（
第

36
回
）、
一
万
田
道
敏
（
第
38

回
）、
小
迫
邦
彦
（
第
39
回
）、

佐
藤
泰
久
（
同
）、
大
山
博
康

（
第

40

回
）、
友

永

英

一

(

同
）、
武
藤
孝
雄（
同
）、
葛

城
征
志
（
第
41
回
）、
松
浦
靖

弘
（
同
）、
栗
林
保
幸
（
第
44

回
）、
高
橋
信
行（
同
）、
田
川

俊
夫（
同
）、
竹
上
英
文（
同
）、

溝
辺
憲
治
（
同
）、
佐
藤
勝
峰

（
第
45
回
）、
西
依
章
郎（
第
46

回
）、
遠
藤
孝
行
（
第
47
回
）、

松
浦
隆
志
（
同
）、
田
中
典
明

（
第
48
回
）、
山
下
政
晴（
同
）、

下
村
晃
（
第
49
回
）、
中
邑
敬

一
（
同
）、
伊
賀
勝
秀
（
第
50

回
）、
奥
川
隆
生（
同
）、
鶴
田

幾
雄（
同
）、
石
川
公
博（
第
53

回
）、
後
藤
昌
幸（
同
）、
米
井

晃
彦
（
第
54
回
）、
大
坪
孝
幸

（
第
55
回
）、
西
坂
憲
郁（
第
56

回
）、
金
馬
弘
明
（
第
57
回
）、

田
尻
清
司
（
第
59
回
）、
小
林

伸
彦
（
第
60
回
）、
内
田
孝
一

（
第
61
回
）、
小
幡
靖
憲（
第
62

回
）、
千
葉
史（
第
68
回･

平
成

５
年
）、
衛
藤
寛（
第
69
回･

平

成
６
年
）、
坂
本
浩
一
（
教
育

学
部･

平
成
７
年
）、
菊
川
敬

規（
第
75
回･

平
成
12
年
）、
横

山
祐
真
（
第
86
回
、
平
成
23

年
）、
宮
本
晃
成
（
第
92
回
・

平
成
29
年
）

　

石
川
四
極
会
会
長
「
新

体
制
が
成
立
さ
れ
た
こ
と
に

お
慶
び
申
し
上
げ
る
。
姫

野
・
前
理
事
長
に
は
長
い
間

お
世
話
に
な
っ
た
。
最
近
も

１
０
０
周
年
記
念
事
業
の
準

備
へ
の
道
筋
を
つ
け
て
い
た

だ
い
た
。
厚
く
お
礼
を
申
し

上
げ
る
。
東
京
四
極
会
の
新

体
制
で
は
女
性
幹
部
が
誕
生

し
た
が
大
い
に
ご
活
躍
を
い

た
だ
き
た
い
。
本
部
で
も
女

性
部
会
を
立
ち
上
げ
た
と
こ

ろ
だ
。
２
０
２
２
年
に
１
０

０
周
年
を
迎
え
る
意
義
は
、

次
の
１
０
０
周
年
を
に
ら
ん

で
様
々
な
手
を
打
つ
こ
と
だ

と
思
う
。
記
念
式
典
は
一
過

性
の
も
の
で
は
な
く
、
次
の

世
代
に
何
を
遺
産
と
し
て
残

す
か
を
大
事
に
考
え
て
い

く
。
足
元
の
活
動
に
も
大
き

な
変
革
を
考
え
て
い
る
が
、

一
つ
の
例
が
会
員
の
把
握
や

広
報
の
あ
り
方
に
つ
い
て
で

あ
る
。
今
後
は
名
簿
の
発
行

を
や
め
て
パ
ソ
コ
ン
を
使
っ

た
即
時
対
応
で
管
理
す
る
。

四
極
会
報
も
電
子
版
で
の
発

行
に
動
い
て
い
く
。
こ
の
よ

う
に
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
化
す
る

こ
と
で
、
会
員
の
皆
さ
ん
が

ど
こ
に
移
動
し
て
も
ア
ク
セ

ス
で
き
る
よ
う
に
な
る
。
今

後
と
も
四
極
会
活
動
に
ご
支

援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
す

る
」

　

大
崎
経
済
学
部
長
「
先

ほ
ど
石
川
会
長
か
ら
四
極
会

本
部
に
女
性
部
会
を
置
い
た

と
い
う
話
が
あ
っ
た
が
、
こ

の
中
心
に
な
っ
て
活
躍
し
て

い
る
の
が
か
つ
て
の
東
京
四

極
会
の
会
員
で
、
社
会
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
学
科
に
お
迎
え

し
た
渡
邊
博
子
先
生
だ
。
学

部
は
四
極
会
と
一
体
と
な
っ

て
母
校
の
１
０
０
周
年
を

祝
っ
て
い
き
た
い
の
で
東
京

四
極
会
の
皆
さ
ん
の
ご
支
援

を
是
非
と
も
賜
り
た
い
」

　

野
々
下
１
０
０
周
年
記

念
行
事
実
行
委
員
長
「
石

川
会
長
は
１
０
０
周
年
記
念

事
業
を
絶
対
に
成
功
さ
せ

る
、
そ
の
た
め
に
会
長
を
引

き
受
け
た
と
い
つ
も
言
わ
れ

て
い
る
。
そ
の
た
め
に
す
ぐ

に
取
り
組
ん
だ
の
が
四
極
会

の
組
織
・
活
動
改
革
だ
。
本

日
、
東
京
四
極
会
の
予
算
決

算
で
も
会
費
の
減
少
が
大
き

な
課
題
に
な
っ
て
い
る
が
、

四
極
会
全
体
で
も
同
様
で
、

毎
年
の
運
営
資
金
が
４
０
０

万
円
ほ
ど
不
足
す
る
傾
向
が

続
き
、
１
０
０
周
年
は
祝
賀

も
で
き
な
い
と
石
川
会
長
は

当
初
考
え
た
と
思
う
。
し
た

が
っ
て
、
去
年
の
評
議
委
員

会
で
、
本
部
支
部
の
あ
り
方

を
検
討
す
る
委
員
会
と
１
０

０
周
年
の
準
備
委
員
会
を
同

時
に
立
ち
上
げ
る
こ
と
を
承

認
い
た
だ
き
今
日
に
至
っ
て

い
る
。
本
日
の
東
京
四
極
会

総
会
で
女
性
役
員
を
入
れ
た

新
体
制
の
考
え
方
を
聞
い

て
、
こ
れ
ま
で
の
四
極
会
全

体
の
動
き
が
反
映
さ
れ
て
い

る
と
感
銘
を
受
け
た
。　

本

部
で
も
女
性
対
応
の
改
革
を

　

こ
ん
に
ち
は
！
本
年
６
月

２
日
の
総
会
で
２
０
０
９
年

度
か
ら
９
年
間
東
京
四
極
会

を
牽
引
し
て
い
た
だ
い
た
姫

野
・
前
理
事
長
を
引
継
ぎ
理

事
長
に
就
任
し
た
奥
川
で
す
。

姫
野
さ
ん
の
こ
れ
ま
で
の
ご

努
力
に
心
か
ら
感
謝
を
申
し

上
げ
ま
す
。
私
も
姫
野
体
制

の
中
で
広
報
を
担
当
し
ま
し

て
、
こ
の
間
に
同
窓
会
活
動

の
重
要
性
を
認
識
し
な
が
ら
、

そ
の
運
営
の
難
し
さ
に
つ
い

て
も
い
ろ
い
ろ
考
え
る
機
会

が
あ
り
ま
し
た
。現
在
、
東
京

四
極
会
は
毎
年
剰
余
金
を
減

ら
し
な
が
ら
の
運
営
が
続
く

財
政
課
題
に
直
面
し
て
い
ま

す
が
、
そ
の
底
流
に
は
、
全
世

代
に
支
援
さ
れ
た
卒
業
生
の

集
ま
り
に
な
っ
て
お
ら
ず
同

窓
会
活
動
本
来
の
姿
と
し
て

の
発
信
力
と
魅
力
が
落
ち
て

い
る
こ
と
に
あ
る
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

も
う
40
数
年
前
に
な
り
ま

し
た
が
、
私
が
就
職
活
動
で

東
京
に
で
て
き
た
と
き
、
迎

え
て
く
れ
た
母
校
の
社
会
人

の
先
輩
た
ち
が
東
京
駅
前
で

歓
迎
会
を
開
い
て
く
れ
ま
し

た
。
そ
れ
は
社
会
に
で
て
い

こ
う
と
す
る
青
年
に
と
っ
て

は
何
と
も
言
え
な
い
暖
か
い

激
励
と
誘
導
の
ひ
と
時
で
し

た
。
社
会
に
で
て
一
人
前
の

仕
事
人
に
な
ろ
う
と
頑
張
っ

て
い
く
こ
と
は
大
事
な
こ
と

で
す
。
そ
の
中
で
自
分
を
見

て
く
れ
て
い
る
先
輩
が
い
る

と
安
心
し
て
大
事
な
時
期
を

過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

同
世
代
の
そ
う
い
う
先
輩
た

ち
と
会
社
の
枠
を
超
え
た
意

見
交
換
が
で
き
る
、
ま
た
逆

に
シ
ニ
ア
層
に
と
っ
て
も
若

手
や
中
堅
の
会
員
が
考
え
て

い
る
こ
と
に
も
耳
を
傾
け
理

解
す
る
と
い
っ
た
場
を
東
京

四
極
会
が
提
供
で
き
れ
ば
と

願
っ
て
い
ま
す
。
シ
ニ
ア
の

皆
さ
ん
に
は
引
き
続
き
、
東

京
四
極
会
の
運
営
に
ご
協
力

を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　

新
し
い
東
京
四
極
会
を
実

現
す
る
た
め
に
、
こ
れ
か
ら

１
年
を
か
け
て
組
織
と
活
動

の
見
直
し
を
行
い
な
が
ら
、

同
窓
会
組
織
構
成
の
是
正
、

す
な
わ
ち
若
手
、
中
堅
会
員

の
拡
充
に
向
け
た
努
力
を
開

始
し
て
い
き
ま
す
。
新
体
制

の
役
員
に
は
現
役
組
へ
の
就

任
と
若
手
中
堅
層
の
拡
充
に

つ
い
て
の
知
恵
だ
し
を
お
願

い
し
ま
し
た
。
新
体
制
は
業

務
を
抱
え
る
も
の
が
多
数
で

シ
ニ
ア
の
皆
さ
ん
と
は
異
な

る
状
況
で
は
あ
り
ま
す
が
、

む
し
ろ
そ
こ
か
ら
ユ
ニ
ー
ク

な
発
想
が
で
て
く
る
こ
と
を

期
待
し
て
い
ま
す
。

　

母
校
は
大
き
な
社
会
の
変

化
の
中
で
、
４
年
後
の
２
０

２
２
年
に
１
０
０
周
年
を
迎

え
ま
す
。
そ
の
と
き
ま
で
に

東
京
四
極
会
が
し
っ
か
り
し

た
運
営
を
し
て
地
域
に
お
け

始
め
て
い
る
。
現
在
、
四
極

会
会
員
数
は
１
２
０
０
０
名

で
そ
の
う
ち
３
８
０
０
名

が
、
ま
た
、
毎
年
の
卒
業
生

３
０
０
名
の
う
ち
４
割
の
１

２
０
名
が
女
性
会
員
と
い
う

現
状
だ
。
こ
の
状
況
へ
の
対

応
と
し
て
女
性
部
会
が
ス

タ
ー
ト
し
て
い
る
。
１
０
０

周
年
記
念
事
業
実
行
委
員
会

は
募
金
委
員
会
、
事
業
委
員

会
、
広
報
委
員
会
、
式
典
委

員
会
４
つ
の
組
織
で
構
成
さ

れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
を
大
学

と
四
極
会
の
共
同
で
運
営
を

行
っ
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の

委
員
会
の
計
画
は
今
年
７
月

７
日
の
全
国
の
評
議
会
で
正

式
決
定
し
て
動
い
て
い
く
こ

と
に
な
る
。
諸
活
動
を
下
支

え
し
て
い
た
だ
け
る
全
国
支

部
長
会
議
の
議
長
は
東
京
四

極
会
の
理
事
長
が
担
当
す
る

こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
奥
川

新
理
事
長
の
積
極
的
な
ご
支

援
を
期
待
し
て
い
る
。
早
速

６
月
５
日
の
支
部
長
会
議
で

こ
れ
を
お
願
い
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
る
。
最
後
に
募
金

の
こ
と
を
お
話
し
し
た
い
。

募
金
目
標
総
額
は
１
億
３
千

万
円
。
会
員
全
員
で
１
２
０

０
０
名
、
一
人
当
た
り
１
万

円
、
１
億
円
は
必
達
す
る
と

い
う
こ
と
は
決
定
事
項
に

な
っ
て
い
る
。
中
核
と
し
て

の
東
京
四
極
会
の
ご
支
援
を

お
願
い
し
た
い
」

る
相
互
の
交
流
や
親
睦
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
機
能
を
従
来

以
上
に
果
た
せ
る
よ
う
に
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
皆

さ
ん
の
ご
支
援
ご
助
言
を
お

願
い
し
ま
す
。

理
事
長
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

来
賓
ご
挨
拶

2018年（平成30年）12月1日（土曜日） 2東京四極だより 第74号（会報通算135号）



平成29年度収支決算 & 平成30年度収支予算
<平成30年3月31日> （単位：円）

◎平成２9年度末　財産目録（単位：円） ◎監査報告
監事　田中 典明
監事　松岡 幸秀

区分 費　　　目 29予算

収
入
の
部

支
出
の
部

剰
余
金

（１）経常収入（年度会費） 1,008,000
29決算
936,000

決算差額
△72,000

30予算
1,008,000

<会費納入者数> <210名> <195名> <210名>
（２）事業収入（総会会費他） 760,000 649,000 △111,000 700,000
（3）その他（受取利息） 110 43 △67 50
収入合計 1,768,110 1,585,043 △183,067 1,708,050
（1）事業活動費（総会費他） 1,238,000 1,226,716 △11,284 1,231,000
（2）本部関係（支部分担金） 300,000 300,000 0 300,000
（３）運営費（人件費他） 228,000 184,657 △43,343 176,000
支出合計 1,766,000 1,711,373 △54,627 1,707,000

差引本年度　剰余金 2,110 △126,330 △128,440 1,050
前年度　繰越金 931,989 931,989 0 805,659
期末未処分剰余金 934,099 805,659 △128,440 806,709

◇一般会計合計残高
◇募金会計残高
合計

805,659
7,168,873
7,974,532

平成29年度　東京四極会活動報告
平成29年

平成30年

4月 17日 第25回「東京四極会杯」ゴルフコンペ（御殿場 冨士CC）

5月 16日 監事による監査 （会場：ニュートーキョー田町店）

5月 1日「東京四極だより」 71号発刊 （会報通算132号）

5月 19日 東京四極囲碁会 （会場：新宿囲碁センター）

平成29年理事会開催 （新日鐵・代々木倶楽部）
＊H28年度活動報告･決算案並びにH29年度予算案審議について

参加7名

出席理事16名

雨天中止

6月 3日

6月 6日 参加者48名

参加者16名

参加者9名

平成29年定時総会開催 （新日鐵・代々木倶楽部）

7月 11日 第23回四極会理事会 & 第9回評議員会･支部長会議 
（会場：ステーションホテル小倉）

8月 7日 若手会員の集い （会場：ニュートーキョー田町店）

8月 21日 東京四極囲碁会 （会場：新宿囲碁センター）

9月 19日 第24回四極会理事会 （会場：大分センチュリーホテル）
学部と四極会の意見交換会 （会場：大分センチュリーホテル）

9月 25日 第25回「東京四極会杯」ゴルフコンペ （千葉 習志野CC）

11月 1日「東京四極だより」 72号発刊（会報通算133号）

11月 22日 第73回「たまには歩こう会」 （紅葉の鳥居観音）

12月 8日 支部の組織運営等の状況及び本部に対する要望についての会議

参加者11名

参加者15名

11月 27日 東京四極囲碁会 （会場：新宿囲碁センター） 参加者10名

参加者11名

2月 3日 参加者47名東京四極会新年会開催 （新日鐵・代々木倶楽部）

2月 13日 四極会と大学との意見交換会 （会場：レンブラントホテル大分）

1日 東京四極囲碁会 （会場：新宿囲碁センター）3月 参加者12名

23日 第25回四極会理事会 （会場：大分センチュリーホテル）3月

※この写真を含め懇親会のカラー写真が東京四極会ホームページに掲載されています。
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首
藤 

照
雄（
第
46
回
・
大
19
）

平
成
29
年
12
月
９
日

二
階
堂 

釐（
第
33
回
・
大
６
）

平
成
30
年
１
月
14
日

天
川 

易
行（
第
35
回
・
大
８
）

平
成
30
年
１
月
15
日

　

８
月
６
日
（
月
）
本
年
度

の
「
若
手
会
員
の
集
い
」
を

開
催
し
た
。
場
所
は
い
つ
も

の
ニ
ュ
ー
ト
ー
キ
ョ
ー
第
一

田
町
ビ
ル
店
。
今
回
は
横
山

さ
ん
を
中
心
に
若
手
会
員
に

よ
る
招
集
が
功
を
奏
し
例
年

に
な
く
大
勢
の
会
員
が
集

ま
っ
た
。

　

「
通
常
、
関
東
地
区
で
広

域
に
数
多
く
の
企
業
に
属
し

て
い
る
若
手
中
堅
会
員
の
動

静
把
握
は
非
常
に
難
し
く
、

こ
の
中
で
草
の
根
ベ
ー
ス
で

親
睦
の
輪
を
広
げ
る
た
め
に

は
若
手
会
員
の
中
か
ら
の
掛

け
声
は
本
当
に
あ
り
が
た

い
。
」
（
奥
川
理
事
長
）

　

今
回
、
交
換
留
学
生
と
し

て
来
日
し
卒
業
後
は
関
東
地

区
の
企
業
で
働
く
外
国
人
会

員
、
若
手
な
が
ら
す
で
に
企

業
化
を
済
ま
せ
て
経
営
の
代

表
者
と
し
て
頑
張
る
会
員
、

こ
れ
か
ら
中
国
、
ド
イ
ツ
に

羽
ば
た
こ
う
と
し
て
い
る
会

員
、
そ
し
て
既
存
企
業
の
中

で
自
分
の
立
ち
位
置
か
ら
の

成
長
を
実
現
し
よ
う
と
し
て

い
る
会
員
と
こ
れ
ま
で
の
若

手
の
会
で
は
触
れ
る
こ
と
が

な
か
っ
た
会
員
の
実
情
と
、

こ
れ
を
乗
り
越
え
よ
う
と
す

る
強
い
意
志
を
読
み
取
る
こ

と
が
で
き
た
。
ダ
イ
バ
ー
シ

テ
ィ
（
人
材
の
多
様
性
）
と

い
う
世
の
中
の
流
れ
に
若
手

会
員
の
皆
さ
ん
が
果
敢
に
挑

戦
す
る
姿
は
清
々
し
い
も
の

が
あ
っ
た
。
東
京
四
極
会
の

新
た
な
支
援
活
動
の
方
向
性

を
意
識
で
き
た
会
合
と
な
っ

た
。
来
年
の
本
会
の
盛
会
を

期
待
し
た
い
。

　

な
お
、
こ
れ
ま
で
四
極
会

の
諸
活
動
に
地
道
に
参
加
、

協
力
を
い
た
だ
い
た
中
堅
会

員
の
内
田
孝
一
さ
ん
が
こ
の

会
を
最
後
に
、
住
居
を
福
岡

市
に
移
す
こ
と
に
な
っ
た
。

お
礼
と
と
も
に
福
岡
で
の
ご

活
躍
を
祈
念
し
た
い
。

■
出
席
者(

敬
称
略)

若
手
会
員
：
18
名

加
来
公
広
（
第
61
回
大
34
）、

内
田
公
一
（
同
）、
早
川
恵
弘

（
第
67
回
大
40
）、
丸
尾
克
広

（
第
72
回
大
45
）、
島
崎
宏
道

（
第
74
回
大
47
）、
黒
木
昭
博

（
第
81
回
大
54
）、
伊
藤
祐
基

（
第

83

回

大
56
）、Michael 

Navarro
（
第

85

回

大
58
）、

Perry Brown
（
同
）、
永
田
悠

介（
同
）、
小
田
秀
樹（
第
86
回

大
59
）、
横

山

祐

真
（
同
）、

佐
々
木
準（
同
）、
雷
蕾（
第
87

回

大
60
）、
清

水

優

太

朗

（
同
）、
松
村
祥
史（
第
89
回
大

62
）、
宮
本
晃
成
（
第
92
回
大

65
）、
佐
藤
幸
太
（
翔
工
会
・

平
成
23
年
卒
）

執
行
部
：
13
名

奥
川
隆
生
（
理
事
長
・
第
50

回
大
23
）、
鶴
田
幾
雄
（
事
務

局
長
・
同
）、
大
坪
孝
幸
（
副

理
事
長
・
第
55
回
大
28
）、
下

村
晃
（
事
務
局
次
長
・
第
49

回
大
22
）、
米
井
晃
彦
（
事
務

局
次
長
・
第
54
回
大
27
）、
石

川
公
博
（
理
事
・
第
53
回
大

26
）、
西
坂
憲
郁
（
理
事
・
第

56
回
大
29
）、
金
馬
弘
明
（
理

事
・
第
57
回
大
30
）、
梅
木
俊

宏
（
理
事
・
第
58
回
大
31
）、

田
尻
清
司
（
理
事
・
第
59
回

大
32
）、
小
林
伸
彦
（
理
事
・

第
60
回
大
33
）、
西
川
広
子

（
理
事
・
同
）、千
葉
史（
理
事
・

第
68
回
大
41
）

　

東
京
四
極
会
は
毎
年
卒
業

生
を
全
国
に
送
り
出
す
、
地

元
大
分
の
「
一
般
財
団
法
人

四
極
会
」
の
支
部
で
も
あ
り

ま
す
。

　

東
京
四
極
会
は
こ
れ
ま
で

も
、
本
部
が
主
催
す
る
理
事

会
、
全
国
支
部
長
会
議
、
評

議
委
員
会
な
ど
の
諸
会
議
に

参
加
し
、
連
携
活
動
を
進
め

て
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
東
京
四
極
だ

よ
り
や
東
京
四
極
会
のHP

を

通
じ
て
四
極
会
本
部
と
の
連

携
活
動
に
つ
い
て
報
告
を
し

て
い
き
ま
す
。
会
員
み
な
さ

ま
の
ご
意
見
も
い
た
だ
け
れ

ば
幸
い
で
す
。

■
全
国
支
部
長 

顧
問・参

与
会
議

（
２
０
１
８
年
６
月
５
日
）

　

全
国
支
部
長
会
議
で
は
東

京
四
極
会
の
奥
川
が
互
選
で

議
長
に
な
り
議
事
を
進
行
し

ま
し
た
。
メ
イ
ン
議
題
は

「
１
０
０
周
年
記
念
行
事
」

に
向
け
た
諸
準
備
の
確
認
で

す
。
準
備
を
遂
行
す
る
の

は
、
「
記
念
式
典
」
、
「
記

念
事
業
」
、
「
記
念
募
金
推

進
」
、
「
広
報
」
の
４
つ
の

小
委
員
会
で
す
。

　

１
０
０
周
年
は
大
き
な
歴

史
の
く
く
り
で
す
。
会
議
の

議
員
の
皆
さ
ん
の
ご
意
見
か

ら
も
、
１
０
０
周
年
記
念
事

業
を
こ
れ
ま
で
の
周
年
式
典

以
上
に
意
義
あ
る
も
の
に
し

て
い
き
た
い
、
是
非
と
も
成

功
さ
せ
た
い
と
す
る
熱
意
が

よ
く
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。
一

方
で
こ
れ
を
支
え
る
財
政
と

し
て
本
年
７
月
か
ら
総
額
1.3

億
円
の
募
金
活
動
が
始
ま
り

ま
し
た
。
大
き
な
目
標
額
で

す
。
こ
れ
は
２
０
２
２
年
３

月
末
ま
で
の
期
間
に
わ
た
っ

て
展
開
さ
れ
ま
す
。
こ
の
目

標
額
を
み
て
、
こ
れ
を
受
け

持
つ
あ
る
支
部
か
ら
は
、
実

力
以
上
に
高
い
目
標
で
困
惑

す
る
と
い
う
意
見
も
承
り
ま

し
た
。　

　

各
地
の
支
部
、
東
京
四
極

会
に
お
い
て
も
同
様
で
す

が
、
地
道
な
組
織
活
動
を
通

じ
て
こ
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
で
き

る
だ
け
小
さ
く
し
て
、
多
く

の
会
員
の
皆
さ
ん
に
応
援
し

て
い
た
だ
け
る
募
金
活
動
、

ひ
い
て
は
同
窓
会
活
動
に
つ

な
げ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。
記
念
式
典
な
ど
の
事
業

や
募
金
活
動
に
つ
い
て
は
四

極
だ
よ
り
や
Ｈ
Ｐ
を
通
じ
て

十
分
に
説
明
を
尽
く
し
て
ま

い
り
ま
す
。
ま
た
、
ご
意
見

も
是
非
と
も
い
た
だ
き
な
が

ら
取
り
進
め
て
い
き
ま
す
。

■
四
極
会
女
性
部
会「
桃
優

会
」に
千
葉
理
事
を
派
遣

（
２
０
１
８
年
８
月
22
日
）

　

近
年
、
毎
年
の
卒
業
生
の

約
４
割
は
女
性
が
占
め
る
よ

う
に
な
っ
て
お
り
、
四
極
会

活
動
も
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ

（
多
様
な
人
材
の
活
用
）
の

流
れ
を
積
極
的
に
か
つ
肩
肘

を
張
ら
ず
に
先
導
、
応
援
し

て
い
く
こ
と
が
活
動
の
永
続

性
に
と
っ
て
大
変
重
要
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

「
桃
優
会
」
は
女
性
に
よ

る
女
性
の
た
め
の
部
会
と
し

て
本
年
２
月
に
四
極
会
本
部

が
設
立
し
ま
し
た
。
８
月
22

日
、
第
２
回
の
例
会
が
開
か

れ
、
東
京
四
極
会
か
ら
は
千

葉
史
理
事
を
派
遣
し
ま
し

た
。
当
日
は
県
内
を
中
心
に

多
く
の
女
性
会
員
が
集
ま

り
、
ミ
ニ
セ
ミ
ナ
ー
「
す
ぐ

に
実
践
で
き
る
楽
し
い
マ

ナ
ー
講
座
」
と
親
睦
会
を
通

じ
て
、
千
葉
理
事
も
参
加
者

同
士
の
親
睦
と
有
益
な
意
見

交
換
が
で
き
ま
し
た
。

　

東
京
四
極
会
も
こ
こ
で
得

た
ア
イ
デ
ィ
ア
も
活
用
し

て
、
男
女
を
問
わ
ず
若
手
や

外
国
人
の
卒
業
生
が
よ
り
参

加
し
や
す
い
仕
組
み
を
考
え

て
い
く
予
定
で
す
。

大
勢
の
若
手
中
堅
会
員
が
集
い
交
流
を
実
施
！

（
敬
称
略
）

謹
ん
で
お
悔
や
み

申
し
上
げ
ま
す

若
手
会
員
の
集
い
を
開
催

四
極
会
本
部
と
の
連
携
活
動
に
つ
い
て

【
理
事
長
の
活
動
メ
モ
】

2018年（平成30年）12月1日（土曜日）４ 東京四極だより第74号（会報通算135号）


